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かり fょく重工Y～・／ 1発展に土.， "Cも必Jjc jへる， と

勺いに著者ーは糾米iこ対して大胆な見泊しを立て C1.,、

る。技術改造の;Ji'Qf.'ilは「大体10年前後の期間企袋し，今

年カ i ，ち；rえて 4i: i ,J後で、小ifri！：：こ達し， '; ii二1liI後＇！.， ドi将

決？と必：., 10年I,j絞り大解決i」.tiする。；，＇.よ： bす＞l'H

ご／〉になると)JJ(MIJとしてわが国の機械i制；fr11f11巨呪J・tベて

の土tu:．．－機＼J.,.JIJいてj)「＇.Il：るこ＇： ,': ，＇，：り， Wl:f氏：討： 

： 甑のi以、｝ι£すベ l 1土地は 1：宅械百11ヤ凶〆：行なう二とう

でさ，るようになり，農村の輸送は．．，．自動車すけllいるこ

とと：＇.i:：，，農業，，；11f ゅの加｜！とilもす＇ ! ＇（機械1l:J:::

び機材、fじされう二l 二Jごとな円、仏国で＇ I',f ，＇：れるイじ，＜！己

料は l畝（日本の lii玖の約6倍強）当たり平均して視：（£

の7～sI音になア｝弓ふろう

そ！（ 土現段，：／； ＇：.：：び近｝、 lf米におト＇ ＇・し体fl'J( I勺

ようなff｛匿を講子べきであろうか。著者のミL：張する要J

は，（I；ノ干地域のれ｛：：：ぺ考慮し＇ ・'': .:/1地域にL己い、7ニ）j)}、六＇j来

月jすマ 了こと，，a:H＇ぃ［（ll?'itこJ: ：は！日米、；ゴ具を t,免11(

させながら UJよ1歩新式機械の比重を高めるべきこと，

の2.，＼・.・、ある。 ’して第2次 5カ年計画期間中にとムれ

るベビーノJ二十を（l)l川氏（2）動力ラ f：，）肥料，（；崎械を{JI.j合？

る工業，の 4部門にわけて比較的詳調1lに説明している。

著者の主張はすべて［同時並挙」のガ針で賞かれている

ので夕、い：，っと＇）者点はぷ LI：ゴ値す，；：，.，治 Hこ＇？rU,l, 

各専区，各省，市，自治区がそれぞれみな研究所を成立

して農具改良の研究と試験を行なうベぎであるとしてい

ること 沼2にn械採用の／11(¥1／：，として v ょうγ述べ

ていること。すなわち， 「土地が多くて労働力が少なく

かっ交通が便利で農産物の商品化率の高い地域，たとえ

ば開吉川也域，工＇.＇〕うち達しょ Fj叫 九 大/'ii;,'i'J近郊，経済

作物地域などにおいては積極的に農業の機械化をわなう

べきであり，また最初はとくに多く労働を撲やす手労働

を機械JliI宇の労j,T,1：交える・＜ ,¥ ＇ワある。！ :n 3に化 F了：11r:

IOO 

料工業の発展を指示する一方，！嗣肥，緑肥なとの有機質

肥料の製造を強く要望していること。第 4tこ大工業と中

小［実の協））と伺互補’／！：企＇tc望し口、ぶこと，で；iらるO

殺後にふたたび著者は，農業技術改造の任務が各地の

実情にJ![Jしながら 1歩 l歩策実にしかもあらゆる現仔条

fj，，－什rnす ）＇.， 二とによーに仁二強力に作［主めら；！ 1ぷ jう訴

、，r ’ザP~ 」V、，，，。

[II 

1958年末、ごろから中川では「労働力の不足Jの問題が

淡悶化L, 59年にはいると政府の公式文献の中にもこの

1:11:m刊はっそ：： Ltニ形）／ドパ＼われf)じんた。これf上新中

闘が誕，t；以来‘はじめて山ffll'fる問凶である。ふり辺えっ

てみれば，新中国は建rn1以来多くの問題をはらみながら

む， どた多くへ式行錯；t:eノj過程をくり返しなが：＇， 1，，期

rs'iじhた経治活泌をみιと：実現 L, 土くに1%凶作およ

び59:4'.：こはおどろくべ会躍進を示した。そしてその発展

のハノi－ンハ，nc業のfS.[;¥:;f'i'J発展tニよ乙国家 L;( 1ヒであ

っfこ しか川戸必工業佼先山政策た絞術的lこ，，r慌たらし

めるためには農業の発肢がぜひ必要である。中国は農業

','f,IJ(C）談題i，人：w本的fU1Ji有生広子伐とく f，’'i1H61J Jの

) !) ),j'効な， より集約（t'-JidlJ用fこj 》ご来たそうとし，

いままでそれに成功してきたのである。

11158年に，H~J 業生：'I'内大躍進が：；，. 「， ;i1,, I日j¥:J仁かば

γ日人i芝公Hiパサ三まれij：末 jで；こ中！ルり全農村／，・包含す

るにいたった。 1958年の大躍進と人民公社はニのような

政年およびそ r乃成果のif小川な表現勺うあり，ーブj煮たこ

川 j；うな致浮ジJ終着点i,• !; lてい心といえる。人民公社

はあらゆる失業者を一掃し，そのうえ不完全雇用にあっ

f労働力 C,R；級生産合作社ではこれが潜在的余力として

大ι小、地位ケ山めていf・) ！，，完全雇JI！に変えたとし、うよ

りはむしろ現有労働力の利用を極限にまでおし進めた。

そればかりでなく，婦人労働力をさえ家事労働から解放

L‘ 11，〔：按的F仁1て今広労働？三j受人した

ける工当2およぴ農業の「大躍進」 f土2主本的にはこの首寺在

巨t<J余力の発掘によつてもfニらされたものであるといえよ

う

整理のi吟期が統くもので、あるが， 1959年の前半はまさし

くその時期に当たる。そして同年8月の中共八全大会に

わい二その.ill；行ぺき道が決定されfリこの角度か：＼みれ

ば1959年の経済発展は 2つの意味をもっていど〉。寸なわ

ち，一方ではある程度人民公社の実質的な成功の度合い

ずピポiーものtごあζ と河ii）に，他方てはrjt罰がし、ままでに
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……… 
なか b：新し、川面のj,! elにとi',f'il度fi~.J)jずるザペJ示す

いわば過渡期jでもある。このことはヨルクセによって定

式化、 lたよ－； • ；アジγえのFii'r発援小心能性元！ぶ発さ

れつくしたこと合意味トω。

か：）て中IC'l新 L'！！日題。）＇111')えをHi：！＇：改造 I'求めた

わけ匂 h る。心ノをあ~； C）か i・，二［ともo,: _;; 1958i[ :2 Jjの

中共八令！大会m21111大会における援IJ少，＇，）＇の報 1',・・（：： あっ

た。之： Cは主i.>l義化ベの総~＇~t)U; ~ IIJ-jι バーにさ！ 1＇技術

革命・文化｝J'-:命が、＇11miのおもな任務としゼ挺起された、

｜司時一 2本；1_ )Jiこ；， r・1,,r; '; )t))" _ _I －け'jfb';'.liりlらか

にされた。これはIJ：、，Jさ’ I）と新し1、、ll!j均jの刈米合竹げる

もの，－： ！，， ったl 。fa波づ｝九文｛主士＇）よ R:';i'支河よれ づ設と

して，品業面ぃ！。けるj｝ィi-11°改造 Jけ：lJ題主体系J'f-j;; -Jし｛；本

目、jにJi_:jJ'Wlかれとりあげた政府の公式文献として位［ti'づ

：ナられ’。そ｜ いま , ?ffiio) t1i1:nや対日ld生hJL1i,Ji：こ

の！日伝にやっさ’となっているが，少なくとも今後数年r:日

（主こわ 1 中国ifY,,rのも；iっとし屯要介!l,J醤 の ト と し

てわれわれの注目た集め心こととなろう。リt'.1.ごにじ、農業

技術改造の過料は19581Tとからその速度制土やめた。もっ

とも［，，I’Iは耕fr;,Iと術， A'＜，，：；方法し ＞ u·~良f ,r, .. '.zt;iゴ｝かれ，

f京：耕，空白：植などの言葉がやかましくいわれたのであって，

翠19Sり＜rには1げt化カ。 i''Jfなも ＇）；てな「ナ 1 そ［ぺこの

著者ιf, vうよ－－＿， i」，中ILi；了、す－c；：民業。〉同j戎イヒ，；) t_：めに

JI常に布利な地位に立っているc しかし最近重要制され

てい ｜発展； !'.l't~ を jl＼ドさせタパと土 L こいおι ： して

これをやりとげるか，主だまだ問題は多いじわれわれは

これ，7 ・1.1 L，ド～iifのパι1ス，投資と成長のIll！係わ似fド
可能＇，－ fd1｛［正 I とらー lこと一上っ－， ＿：＿つ（£0,11］.剖J主

を追求すと）努力を杭けなければならない。

料 f干’＂＂＂＂＇！~c:.~－－竺ヲヂ

れf,じでも大よい意味れあるし以了が，J｝／，段階にJ.;，，、ては，

μ） 機械および機械によってお~かえられた労働力を農

業以外ソ部F'l，引きf丸山ないて、，農業生l'Cの煎むこ直接

役＼J.＇，）他のJjJ;j－一一治水港i銃，経済作物乙ソ栽培など（:I:そ

の典刑である一ーにおいて利用すること，伸機械によ

っ ! ＇）い とうのi'.i'WIを行2ょうこと，たどに j j て11・,_

1.,1.rni被当たり生産；，：riの上井をもたらすことが可能でトあろ

う。仁なみ，－ 19ら8年〆J！＼二1W:統，，Ii三誤りう／仁じf:l!l' I i；の！

っとして，労働力不足のゆえにすでに実った農作物が迎

、＇1九ll'r却にJl'd［εt"-J七そのJんに収政訂が釘fi!Jり減

少しんことがあげらj、じいる山・：：ある。 J}l実にlj小国ti、

あんゆる回からI長業発股のために努力しているのであっ

て， -I Jこ－－－'J;u主工xuノ官UJか！＇， j,労働山久性の！（i]l二によ

る労働力の節約がはかられている。

(2) 中［'fi!O，恥近の話↑！日勢のたかでこ山 ，｛.前文』 11＇（接関

係あるいくつかの；.＇！，をあげると以下の通りである。（イ）

19fio1r. l月2リll：こ国家統計局：j1'159年，； 'I刈民；経済発展状

況についてのえ報を発表したが，それいよればiリ59年末

までに第 2次 5カ年言｜闘の主要な目標はすべてJ達成され

た。そフな£ゐ 金額iuy高がii付：に達［＼ごいないυ （ロ）

中国i主化学肥料の生産に本格的な努力を払いはじめた。

付 19:,8年ドペ1国全二iに広が－；， ／＿二土法院:il1：炉一一向i拾に

労働集約的な生産方法であるが，これがその年の工業大

路1紅（｝）屯要t,;i(T因をな L，逆Jてまたこれぷ労働力不足7ど

もたりr直純グ－＇ I京悶となった が 1959'1-t:とはは Eんと

全部姿を消し，労働生産性のl主るかにl',ihい中・小型の洋式

拘川、：jfj!Jさオi／二 村人民公社山、調整＿，，日引を終三 －c，生

産隊所有制lを基本［l(J形態とする 3級所有制が採用された

最佼 この，，（日父を正ki.うちに）し：、つL --2, :;,・, 点、を が‘ _1)iの告1,tc'i//U＼可；Jli；るに L.jーがっ亡吟社所frr！）比歪；

指摘してむこう。

(1) 以見でナ｜｜本にケける農業の－feH専門おもγ.＇.，＇，種改

良， （ヒソ’肥料Y ＇.~月］， 日 Iこ最＇ rei主主礼、つ符及、 防作

技術の進歩などによってえられたものである。最近では

小型［：＇＇ ：；：業機！吹f i採 HJ'I，はじi～cいえ 二、そj、Jパ農業

生産1'd1のfl,JLr乙大さーく’市－＇rtるという以l:J＼に奈勺＼いる

とIJ:.い乏なし、 L, また技術的・経済的制約のゆえにまだ

労働＇ ) )11約にk く:l.'irJI. I t.こと：－ -、えたv いわけJ ：，！精

耕制n作」がすでに閏去耕作のj或にまで進んだ中国のI'll ；；~

7こお十 ，単1－＇＇「l；積当 ：－ ：，生産で；シ引さあ：ずるfんに機

械を利用する 4 レがと＇ ) ＼：、うた外4〆に守主主 7うる；； -i －つい

ては新しい問題が生ずるであろう。基本｜下jには機械は農

業のi', る労11-¥Uを減＇＇てきi;/1.J/',1 人＿，，，.，こり c-· ，•：呼t ，：＇~

'J:用i力IIすおのに役、・ct，，単位[frj積当た ＇1生J宅向。J増大口、

むしア他の面司、人えられ7-o 中国についても1,,Jj司、のこと

がい～アiので1う が，そしてま「ニTド国Iとってし立やそ

がi＇，告まりはじめている。体） 1958年より労働者の「干放」

つまり都市工業労働者aの農村への送還が行なわれしてい

るc

(:1) この論文のなかで著者は「食糧生産高は少なくと

も事iず！：iフ水洲一円 2倍以J:J，「r：：；花の生時打少なくとも現

まれ水準のま＇ J:1•音J にぶるこ正が必要三あると d：ぺてし、

る。つまり食糧を 5帳トン以上，前1r花を 1億2600万ピク

ルl:iJi長にし i、うとしfし、るわ： 1とあるれ 戸れは2幸三 rYitfl~，J

料を含めて食糧 1人当たり年間約770キ口，綿花総量約

3000)jiょを賞、味するc 食糧を左コてみが：t, 1人 1日約

2ベロ（それとさまで；増加Lた人口Jリ、びその止さfil) 

家帯数によってこれは差引かれるが）という量である。

綿布！， ふれい，年j)j';3()1)(1万w.,': ，，、えばHUI＇世界出 I｛立を

i.iめるアメリカのがJ2 j;'iで，ての規模は中国におv）－る虫

（温がJtt:JNの綿花の流れを大きく左右するほどのものであ

ろう は，＇J査研究郎足上波三）

IOI 
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